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飯田市の公民館システム 
 
鐘ヶ江 晴彦 
 
はじめに 
 
 今回の飯田調査に参加したメンバーの多くが疑問に思ったり驚いたりしたことの一つは、飯
田市における公民館の役割やシステムについてであったのではなかろうか。公民館の役割につ
いては、市長の講演の中でも出てきたし（公民館活動の中から環境 NPO 法人が生まれそれが
21 世紀型のビジネスモデルに成長した、若手の市職員を鍛えるため 20 ある公民館に 5～6 年主
事として派遣している、など）、おひさま進歩エネルギー㈱の原さんはより具体的に、「自分が
言い出して地域の公民館で地球温暖化などの環境問題について学び始めたのがきっかけ」、「自
分らの地域では分館活動することを“公民館する”と言っている」と話された。また、初日夜
の懇親会でお話した何人かの職員の方が、自分も入職数年目に公民館に主事として派遣された
ことで地域の問題に目を開かされ、住民の声を聴くことの大切さが分った、などと言われた。 
私自身、1970 年代後半から 10 数年間、長野県上田市をフィールドにして住民意識や社会教
育の調査をした経験があるので、信州の公民館については知っているつもりであったが、飯田
市においてはそれが現在でも市民活動のみならず職員教育に大きな役割を果たしていることに
感心し、そのシステムの独自性に興味を抱いた。そこで、改めて飯田市の公民館システムの歴
史と現状、その特質などのついて調べてみたので、ここに報告する。 
 
飯田市の公民館制度の歴史 
 
戦後の飯田地区（現在の飯田市を構成する旧市町村）では、1946 年 7 月に文部次官通牒「公
民館の設置運営について」が出され、それを受けての長野県教育民政部長名の通達が県下各市
町村に出されると、初期公民館の実践がいち早く取り組まれた。その態様は行政主導のもの、
地域組織の要望によるもの、学校長が地域に呼びかけて設立されたものなど多様であった。1947
年に早くも松尾、三穂、座光寺、千代で、1948 年には龍江、龍岡、伊賀良、山本、川路、上久
堅、下久堅、飯田で、1949 年に鼎で公民館が設立された。1949 年 6 月の社会教育法制定ととも
に、その活動はさらに広がりを見せ、それぞれの地域に根ざしながら、各公民館ではさまざま
な学習・文化活動、青年教育などが取り組まれた。（柿崎 2012：p.12） 
1950 年代後半以降、飯田市は、国の方針もあって周辺町村を併合し拡大していった。1956
－ 92 － 
年、1 市 7 か村（飯田市、座光寺、松尾、龍岡、伊賀良、山本、三穂、下久堅）が合併し、新
飯田市が誕生した。その際、公民館職員の努力もあって、飯田市の公民館は旧市村単位に独立
館として残され、それぞれに専任主事が置かれた。さらに、1961 年に川路村が、64 年には上久
堅、千代、龍江村が合併した。この頃から、旧飯田市 5 分館（橋南、橋北、羽場、丸山、東野）
を他の地区と同じように独立館にしようという要望が強まり、1968 年にそれが実現して 16 館
体制となった。飯田市はその後も、1984 年鼎町と、1995 年上郷町と、2005 年に上村、南信濃
村と合併したが、各町村の公民館はやはり独立館として残され、現在では 20 館体制となってい
る。 
1960 年代に入ると、飯田市の公民館は、県の公民館大会（1952 年開始）に刺激されて市公民
館大会を開催し（1962 年開始）、公民館事業や公民館運営の検討を行っていくようになり、や
がて 1971～72 年の文部省委嘱研修事業「公民館運営基準の研究」を通し、「公民館運営の 4 原
則」をまとめた。飯田市の公民館は現在もこれを堅持している。それは次の通りの 4 原則であ
る。（飯田市教育委員会 2013：p.104） 
 
(1) 地域中心の原則  
まちづくりを考えるときも、日常的に身近な地域から出発することが大切である。地域ご
とに設置された公民館は常に地域を中心としてとらえた学びの場であるべきである。  
(2) 並立配置の原則  
地域の規模や特徴は異なっても、公民館は各地区に対等に配置され、それぞれの活動が等
しく尊重される。この原則は地域中心の原則を保障するものである。  
(3) 住民参画の原則  
公民館を設置し、そこに職員を配置することは行政の役割であるが、公民館の事業の企画
運営は、地域住民によって組織された専門委員会や運営委員会、より身近な住民の単位で
ある分館活動など、それぞれの事業が自発的な住民の意思に基づいて行われることが大切
である。この様な組織や活動は、飯田市の公民館活動の原動力になっている。 
(4) 機関自立の原則  
教育行政が一般行政から一定の独立性、中立性を保っていることに鑑み、公民館が地域の
社会教育機関として住民の主体的な学習活動を保証すすることは大切である。その意味で
公民館が自立した体制をもっていることは重要である。 
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飯田市の公民館の現状 
 
飯田市の公民館の現状を見るために、まず「平成 25 年度飯田市公民館基本方針」（飯田市教
育委員会 2013：pp.103-104）を示す。 
 
１ 目指す都市像の実現に向けて公民館が果たすべきこと  
飯田市では、平成 19 年度から「住み続けたいまち 住んでみたいまち 飯田 人も自然も輝
く 文化経済自立都市」を目指す都市像に掲げた第５次基本構想基本計画、自治基本条例、地
域自治組織など市政の新しい枠組みがスタートしました。飯田市の公民館は、まちづくり委
員会の構成団体であるとともに、社会教育法に基づく教育機関としての２面性を持っていま
す。地域の諸団体と連携協力を図りつつ、住民の自由な学習活動を支援する地育力向上の拠
点となっています。  
戦後まもなく発足した飯田市の公民館は、地域に密着して、市民の自由な文化学習活動を
支援し、地域づくりの基盤である人づくりに大きな役割を果たしてきましたが、社会、経済
など公民館を取り巻く環境は大きく変容しています。とりわけ、三遠南信自動車道の全通と
2027 年のリニア中央新幹線開通を見据えた持続可能な地域づくりが今後益々重要になりま
す。そのためには、東日本大震災から地域の絆の大切さを再認識した今、公民館活動から「結
いの心」を紡いでいく必要があります。  
そこで飯田市の公民館は、住民による自立した地域経営に向けて、今後も引き続き地域に
着目した学習と交流を深める役割を担い、「みつける つながる 育てる 実現する場」として
愛着を持って住み続けられる地域づくり、人づくりの一翼を担っていきます。 
２ 公民館の具体的な役割  
公民館は、地育力向上の拠点として地域の特色ある自然や文化を基底に、地域住民の学習
と交流を図ります。少子高齢化や地域への帰属意識の希薄化など様々な地域の課題解決に向
けた学習を支援することで、コミュニティ意識の醸成や地域の担い手づくりを目指します。
公民館の具体的な役割は次のとおりです。  
（１）だれもが気軽に利用し活動できる「自由なたまり場」  
（２）参加者の自主性・創造性を活かし仲間づくりを図る「集団的な活動と交流の場」  
（３）先人が築いた歴史・文化を大切にして今に活かす「歴史を伝え文化を創造する場」  
（４）住民の生涯にわたる学習や学習のグループ化を支援し様々な地域の課題に対応できる
「学習の場」 
（５）人が人として尊ばれ差別なく暮らせる「人間尊重の精神を学びあう場」  
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（６）地域の絆を深め健康で心豊かな人づくりを図る「スポーツ・レクリエーションの場」  
（７）子どもたちが健やかに育つとともに故郷に愛着と誇りを持てる「地域の良さを再発見す
る場」  
（８）地域のさまざまな出来事を記録し情報を提供・発信する「情報授受と発信の場」  
みつける つながる 育てる 実現する公民館  
３ 飯田市の公民館活動の基本理念「４つの運営原則」（すでに紹介したので、略） 
４ 「４つの運営原則」に基づく主体的な公民館活動の展開に向けて  
地域自治組織のまちづくり委員会で各地区の公民館は、引き続き学習と交流を起点に地域
内の連携 協力を図り、住民自治の充実に必要な地域の社会教育機関として地育力向上の拠点
を担います。  
（１）各地区の公民館が設置する専門委員会1 は、「住民参画の原則」に基づいて地域を素材に
学習と交流を促進する事業を主体的に企画立案し運営します。  
（２）分館2 は、最も身近なコミュニティ形成の場であり日常のたまり場として、身近な課題
の解決に取り組むなど住民同士のふれあいを大切にしながら主体的な活動を展開します。  
５ 重点目標  
 以上を踏まえ、以下の事項を平成２５年度の重点目標として取り組みます。  
（１）ＮＰＯ法人を始めとした志縁団体や、地域で活動する地縁団体などの多様な主体との連
携を強化し、それら団体と地域を結ぶ媒介機能の構築を目指します。  
（２）地域内だけでなく幅広い交流を図りながら学習を起点に地域の資源を再認識して、地域
の価値を文化的、経済的に高める取り組みを進めます。  
（３）地域で最も身近な社会教育機関として、「飯田市小中連携・一貫教育」を地域から支え、
学校と地域や多様な主体がつながるために実践的に取り組みます。  
（４）地域を愛し、理解し、地域に貢献する人材を育てる「地域人教育」に積極的に取り組む
とともに、地域課題の解決につなげる高等教育機関等内外の知見を取り入れた学習活動
を展開します。  
（５）各地区に内在する様々な地域の課題解決のために次の事業に取り組みます。  
①子どもを持つ親を対象に親や子の仲間づくりを図るとともに、子どもが健やかに育ち、
発達段階に応じた基本的な生活習慣の習得を支援する学習の機会を提供します。  
②国籍にかかわらず住民相互に理解し合える関係をつくるために、多文化交流や日本語
                                                     
1 市条例施行規則で公民館に置くことを規定している、文化委員会、体育委員会、広報委員会の 3 委員会。 
2 公民館管内に数か所（多くは集落毎）設置されている。施設的には、集落の集会所を自治会等と共同利
用している。市条例で規定された分館とそうでないもの（公民館類似施設）とがある。 
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や外国語の学習の機会を提供します。  
③「いいだ人形劇フェスタ」を地域から支えてまちづくりにつなげる取組を推進するほ
か、身近なところで様々な芸術文化に触れ、創造する機会を提供します。  
④住民が郷土への関心を高め、愛着を持てるような多彩な学習の機会を提供します。  
⑤食育、親子の栄養と健康、生活習慣病予防、習慣的な運動等の面から健康学習の機会
を提供します。  
⑥身近な自然から地球環境まで多彩な環境学習の機会を提供します。  
 
飯田市には現在、先述したように 20 の公民館があるが、それらは地域性を主な基準として 4
つのブロック（1 ブロック 5 館）にまとめられている。市民の幅広いニーズに対応するため、
地区公民館が単独で行う事業だけでなく、ブロック単位の事業、飯田市全体で取り組む事業（市
公民館事業）もあり、それらを構造的に位置づけ、それぞれに機能を果たしながら以下のよう
な相互の連携を図っている。(飯田市教育委員会 2013：p.106） 
 
[市公民館事業]  
 ・全市民を対象とした事業  
 ・新たな地域課題、生活課題に対応し、地区公民館に波及することをねらったモデル的な事業
の実施やそのための指導者の育成  
 ・地区公民館活動が円滑に展開されるためのネットワーク事業  
[ブロック事業]  
 ・地区公民館単独では実施困難な事業  
 ・地区公民館事業の継続発展した事業  
 ・ブロック内での情報交換、相互研讃  
[地区公民館事業]  
 ・住民要望に基づく学級講座  
 ・文化、体育、広報委員会などの専門委員会が企画する地区独自の事業  
 ・コミュニティを醸成する各種の事業  
 ・学習相談、学習情報の提供及び施設設備の提供 
 
飯田市の公民館システムの特徴 
 
 長野県は公民館活動の盛んな県として知られているが、同県の公民館の大きな特徴の一つが、
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分館の多さである。2011 年時点で 952 館存在しており、全国の分館総数の約 5 分の 1 を占めて
いる。（国立教育政策研究所社会教育実践教育センター 2011：p.304）中でも飯田市は、現在
でも 103 分館（内、条例分館 27）と、県の分館総数の 1 割以上を有しており、特に多くの分館
が現存している。佐藤は、公民館分館の地域的偏在の原因について、次のように述べている。
（佐藤 1998：p.2） 
 
  社会教育法制定以後、特に都市化の進展する 1960 年代以降は公民館の設置基準に基づく公
共的な条件整備をつうじて公民館の制度的拡充がはかられてきた。その過程は自治的・共同
的な集落共有施設として多数存在してきた自治公民館、集落公民館を充実させ、地域公民館
システムの一環に位置づけるか、或はそれらを公的システムと区別して民間的なシステムと
して切り離すかをめぐる自治体社会教育の政策的選択と表裏をなしていたのであり、現代に
おいてもその問題が公民館の発展形態を規定するひとつの要因になっているということがで
きる。 
 
 昭和の大合併期の長野県の分館と本館の関係は、次の 4 類型が一般的だった。（長野県公民館
運営協議会 1961：pp.12-13） 
統合型：合併後の新市町村全域を設置区域とする中央公民館を置き、合併前の旧市町村単位あ
るいは校区単位の公民館を支館として、さらに支館の下に集落毎に分館を置く方式。 
合同型：合併後の新市町村全域を設置区域とする中央公民館を置き、合併前の旧市町村単位あ
るいは校区単位に公民館を設けず、中央公民館より集落毎にある分館に直結する方式。 
併立型：合併前に設置された旧市町村単位あるいは校区単位の公民館を合併後も独立館として
存続させ、集落には従来と同様分館を置く方式。 
総合型：合併後の新市町村全域を設置区域とする中央公民館を設置するが、旧市町村単位ある
いは校区単位の公民館を合併後も独立館として存続させ、その下に従来通り集落単位
の分館を置く方式。中央公民館にその所在地の地区公民館を兼ねさせるものも、この
型の変形とする。 
 この分類に従えば、飯田市の公民館システムは併立型である。この型は、分館を集落共同体 
自身のものと捉え、分館と本館の関係が上意下達にならないようにするためには一番望まし 
いとみられている。（上原 1998：p.10） 
また、長野県における公民館の配置方式について、上原は以下のように述べている。（上原 
1998：p.10） 
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  最近の公民館の配置方式については、「長野県公民館活動史」に 1987 年の時点での 3 つの
公民館配置の方式が記載されているので、以下にまとめてみる。まず、第一が狭域配置と呼
ばれるもので、概ね小学校区、市街地にあっては中学校区に本館が設置されている方式であ
る。（省略）第二が広域配置と呼ばれるもので、全市一館になっている方式である。（省略）
第三が中域配置と呼ばれるもので、旧町村をいくつかの統合したブロックに設置する方式で
ある。 
 
 この分類では、飯田市の公民館配置は、明らかに狭域配置方式である。以上のように、数多 
くの集落単位の分館の存在、併立型の分館―本館関係、狭域配置方式というのが、飯田市の公 
民館システムの特徴である。 
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